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飯倉　茂弘氏

　株式会社

　雪研スノーイーターズ

　研究開発部

　

　今回，雪氷エキスパートとして紹介する飯倉茂弘

（いいくらしげひろ）氏は，札幌にある「（株）雪研

スノーイーターズ」の東京事務所（東京都杉並区）

に勤務し，主に鉄道の雪害防止に関する調査や技術

開発に取り組んでいます。

　同氏は，1964年に東京都武蔵野市で生まれ，高

校まで都内で過ごされました。その後，静岡県清水

市（現静岡市）にある東海大学海洋学部に入学し，

人工地震による地殻構造探査に関する研究に取り組

み，同大学大学院海洋科学専攻を修了されました。

1990年に鉄道総合技術研究所に入所し，当時，実用

化に向けた技術開発の段階に入っていた浮上式鉄道

（通称：リニアモーターカー）開発本部に配属され，

宮崎県日向市にある浮上式鉄道宮崎実験センター

で日々走行試験に明け暮れる日々を送られたようで

す。そのころ，浮上式鉄道は営業運転を視野にいれ

た実用化課題が多くあり，その一つとして雪氷災害

対策に関する技術開発がありました。雪氷対策研究

を担っていた研究室の河島克久研究員（現：新潟大

学災害・復興科学研究所 教授）らとともに，浮上式

鉄道沿線の雪情報を取得・配信するシステムの技術

開発を行ったのが，同氏が雪氷研究の分野に入り込

んだはじまりだそうです。その後，鉄道の雪氷災害

研究に従事することを志し，1995年に強風や雪氷災

害の防止研究を担う研究室（現：気象防災研究室）

へ移動し，2024年の定年まで30年間にわたり鉄道

の雪氷災害の減災・防災に関する研究・開発に取り

組まれてきたとのことです。その間に，沿線の気象

データを用いて主に雪崩や春先に起こる融雪災害の

危険度を評価したり，雪崩の発生を検知して報知す

るシステムの開発など，積雪期の沿線巡回を補佐・

省力化するための課題や，鉄道車両の着雪が落下し

て，沿線設備を破損したり，軌道上のバラスト（採

石）を飛散させることによって生じる障害を防止・

軽減するための課題など，在来線をターゲットとし

た研究開発に従事しました。また1990年後半から，

東北新幹線が盛岡から八戸，新青森へ，さらには北

海道新幹線の新函館北斗へと，また北陸新幹線が長

野から金沢，さらには敦賀へと延伸が進められる中

で，各新幹線で想定される雪害のリスクやその対策

方法などを議論する雪害対策委員会の委員・幹事を

務められました。また，これらの雪害対策を具体化

するために，鉄道建設・運輸施設整備支援機構とと

もに沿線の雪崩危険度評価やその対策を提案し，軌

道積雪対策では，軌道散水消雪方式の有効かつ効率

的な制御方法の開発や，散水消雪が困難な寒冷地域

での高架橋構造や軌道積雪の処理方法などの技術開

発に従事してきました。この間に鉄道沿線の雪崩検

知に関する業務研究を深度化することで新潟大学へ

論文を提出し，博士（学術）を取得されました。

　同氏は，「北海道新幹線を主とした鉄道の雪害対

策調査などに重点をおきながら，（株）雪研スノー

イーターズが得意とする雪氷現象の数値シミュレー

ション技術や，道路雪氷分野などでの知識などを吸

収し，鉄道を中心とした交通機関の安全・安定輸送

に役立てるべく，努力していきたい」と話してくれ

ました。

　雪氷エキスパートとして，冬季の鉄道のさらなる

安全かつ安定輸送への貢献を期待したいと思います。

 （文責：編集委員会）
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図　北海道新幹線での軌道積雪調査


